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多大な
貢献を称

た た

えて

齊
藤
壽じ

ゅ

胤い

ん

さ
ん

　
学
術(

民
俗)

故 

安
井
浩
司
さ
ん

　
文
芸(

俳
句)

藤
蔭
小さ

枝え

さ
ん

　
技
芸(

邦
舞)

(

本
名:

堀 

幸
子)

　

令
和
５
年
度
秋
田
市
文
化
章

の
受
章
者
が
、
次
の
み
な
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。
文
化
章

は
、
芸
術
、
学
術
、
産
業
、
経

済
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

各
分
野
で
市
の
文
化
振
興
に
貢

献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

文
化
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
６
０
７

長
谷
川
長ち

ょ
う

龍り
ゅ
う

さ
ん

　
美
術(

書
道)

(

本
名:

長
谷
川
靖
隆)

　

日
展
五
科
書
道
で
の
入
選
や
、
全
国
最
大
規
模
の

読
売
書
法
展
、
日
本
書
芸
院
展
、
滴
仙
会
展
で
上
位

の
賞
を
重
ね
、
全
国
組
織
の
役
員
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
書
道
展
の
審
査
員
や
秋
田
県
書
道
連
盟

の
理
事
、
秋
田
市
書
道
会
の
副
会
長
や
顧
問
な
ど
の
重

責
を
担
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や

実
技
研
修
会
な
ど
の
講
師
を
務
め
、
長
年
に
わ
た
り
本

市
書
道
文
化
の
振
興･

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

進
藤
春
雄
さ
ん

　
工
芸(

金
属
工
芸)

　

金
銀
線
工
房
し
ん
ど
う
を
開
設
し
、
秋
田
の
観
光

土
産
品
な
ど
の
生
産
に
勤い

そ

し
み
な
が
ら
、
数
多
く
の
公

募
展
で
受
賞
さ
れ
、
平
成
５
年
と
令
和
元
年
に
は
作

品
が
皇
室
へ
の
秋
田
県
献
上
品
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
伝
統
工
芸
研
究
会
の｢

伝
統
文
化
こ

ど
も
教
室｣

な
ど
に
講
師
と
し
て
積
極
的
に
参
加

し
、
若
者
が
興
味
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
る
な

ど
、
本
市
金
属
工
芸
文
化
の
振
興･

発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
俳
句
を
始
め
、
歯
科
医
師
と
し
て
働

く
傍

か
た
わ

ら
句
作
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
俳
誌｢

牧
羊
神｣

な
ど
で
の
発
表
作
が
評
価
さ
れ
、
第
１
回
秋
田
県
芸

術
選
奨
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
俳
壇

と
は
交
流
を
断
ち
、
作
品
主
義
を
貫
い
た
た
め
賞
と

は
ほ
と
ん
ど
無
縁
で
し
た
が
、
俳
句
の
世
界
で｢

孤

高
の
俳
人｣

と
称
さ
れ
、
そ
の
作
品
と
生
き
方
は
、

現
在
第
一
線
で
活
躍
す
る
若
手･

中
堅
俳
人
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

秋
田
の
民
俗
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
見
逃
さ
れ
て

き
た
も
う
一
つ
の
秋
田
の
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た

め｢

あ
き
た
民
俗
懇
話
会｣

を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
や
新
聞･

タ
ウ
ン

誌
な
ど
に
も
寄
稿
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
解
説
を
も
と

に
秋
田
の
民
俗
文
化
を
広
め
て
こ
ら
れ
た
ほ
か
、
大

学
や
秋
田
市
民
俗
芸
能
伝
承
館
の
講
座
な
ど
に
出
講

さ
れ
、
伝
承
芸
能
の
研
究･

解
説
者
と
し
て
、
本
市

の
民
俗
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
よ
り
指
導
を
始
め
、
平
成
12
年
に
稽
古

場
を
構
え
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
二
代
目
藤
蔭
季

代
恵
師
亡
き
後
、
県
内
の
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
共

に
藤
袖
会
を
立
ち
上
げ
、
会
主
と
し
て
振
付･

指
導
に

あ
た
り
、
後
進
の
育
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
日
本
舞
踊
協
会
秋
田
県
支
部
長
と

し
て
広
く
日
本
舞
踊
の
魅
力
を
伝
え
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
本
市
の
邦
舞
文
化
の
振
興･

発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

秋
田
市

文
化
章

　美術

(
書道)

　美術

(

書道)

　表彰式は、11月６日(月)16:00から秋田キャッスルホテル
４階放光の間で行います。



７　広報あきた　2023年10月20日号

1
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い

2
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

3
コ
ン
ロ
に
火
を
点つ

け
た
ま
ま
離
れ

な
い

4
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
５
日
(日)
▼

11
日
(土)
は

４
つ
の
習
慣

６
つ
の
対
策

　

近
年
、
全
国
で
は
住
宅
火
災
に
よ
っ
て
毎
年
900
人
前
後
の
か
た
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
半
数
が｢

逃
げ
遅
れ｣

で
、
死
者
の
７
割
以
上
を
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き｢

住
宅
防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト｣

に
注
意
し
、
火
災
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。●

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎(

８
２
３)

４
２
４
７

1
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
は
安
全
装
置

の
つ
い
た
機
器
を
使
用
す
る

2
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
定
期
的
に
点
検
し
、

10
年
を
目
安
に
交
換

す
る

3
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
品

に
す
る

4
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く

5
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
確

保
し
て
お
く

6
防
火
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
日

頃
か
ら
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策

を
行
う

火を消して　不安を消して　つなぐ未来

　

令
和
４
年
中
に
最
も
多
か
っ
た
出

火
原
因
は
、｢

電
気
機
器｣

の
７
件
で
、

そ
の
う
ち
充
電
式
電
池
か
ら
の
出
火

は
、
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
な
ど
を

使
用
す
る
と
き
は

■

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
な
ど(

基
準
適
合
品)

が
付
さ
れ
た
製
品
を
使
用
す
る

■

取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
使
用
す
る

■

電
池
の
膨
張
な
ど
の
異
常
発
生
時
に

は
使
用
を
中
止
す
る

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
な
ど
を

処
分
す
る
と
き
は
回
収
協
力
店
へ
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が

使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
の
具
体
例  

■

電
気
工
具 

■

コ
ー
ド
レ
ス
家
電(

充

電
式
掃
除
機
な
ど) 

■

デ
ジ
カ
メ 

■

電

話
機(
固
定･

携
帯･

ス
マ
ホ) 

■

ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン･

タ
ブ
レ
ッ
ト 

■

モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー 
■

加
熱
式
た
ば
こ 

■

電
気

シ
ェ
ー
バ
ー･
電
動
歯
ブ
ラ
シ 

■

ハ
ン

デ
ィ
ー
フ
ァ
ン 
■

お
も
ち
ゃ 

な
ど

　

い
ざ
と
い
う
と
き
作
動
す
る
よ
う

に
半
年
に
１
度
は｢

住
宅
用
火
災
警
報

器｣

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
秋
田
犬
の

｢

ほ
く
み｣

が
動
画
で
点
検
方
法
を
配

信
！
詳
し
く
は
、
左
下
の
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
、
市
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

住宅
防火

 
10 

い
の
ち
を
守
る 
  
の
ポ
イ
ン
ト

市公式ユーチューブ

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

な
ど
を
原
因
と
す
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
！

注
意
！

土
崎
み
な
と

消
防
フ
ェ
ア
2023

市ホームページ

＊
災
害
発
生
時
や
雨
天
時
に
は
、
中
止
ま
た

は
内
容
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

土
崎
消
防
署

☎(

８
４
５)

０
２
８
５

　

一
日
消
防
署
長
、
放
水･

レ
ス

キ
ュ
ー
体
験
、
ミ
ニ
制
服･

ミ
ニ
防

火
衣
で
記
念
撮
影
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
消
防
車･

消
防
署
内
見
学
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

11
月
５
日
(日)
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
▼

土
崎
消
防
署

〜in
 Tsuc

h
iza

ki F
ire

 S
ta

tio
n

〜

参加無料　

申込不要　




